



































































































































































風J という短編集を刊行し、『新生』の後に『嵐J という短編集を刊行したo r微風』は死の影が濃いも
ので、『嵐』は『夜明け前J への過渡期に位置するものであるが、なかでも『明日』は藤村の明日意識
を考える上で重要で、、これは『夜明け前J の半蔵の明日意識に繋がるものである。
第五章 『夜明け前』
『夜明け前』は明治維新の時代を民衆の側から描いた長編小説として知られるが、そこに至るまでに
は前章までに見たいろいろの要素、経緯の輯鞍を必須とする。根本には藤村の青年期に脹胎した父と父
の時代に対する懐疑がある。藤村はなぜかくも戴難な人生を生きざるを得なかったのか、といった疑問
を漠然と抱いていたわけで、その根底には座敷牢で狂死した父と父の凝った平田国学、そして宣長らの
国学者たちの考えた復古思想、と徳川時代云々、などの疑問は奥底に抱いていた。それが渡仏時代を経、
アジアと第一次大戦下のヨーロッパの様子を見て、益々父正樹(重寛)の'襖悩煩悶、夢と挫折に思いを
致すようになった。しかし少年時代に東京で別れたきり会わないまま死んだ父親の実像は不明というほ
かなく、中山道の宿場馬寵の実態や明治維新の詳細の学問的解明は当時殆ど為されていなかった。そう
いうなかで藤村は『新生』で確立した人間像を父親と同じように狂死した姉の閣に当てはめ、『ある女
の生涯J という中篇小説を書き、その後の入念な下調べを経て、昭和四年から年に四回、『中央公論』
に連載した。『夜明け前』は所謂歴史小説であるかと考えると、歴史的事実もかなり書き込んではいる
けれども、全体としては『家』や『新生』同様に青山半蔵という人間の生き方を描いたので、その人間
像は藤村や姉の園を敷街したようなもので、いわば藤村のエゴを歴史的に拡大したような人間であると
言える。
『ある女の生涯J は藤村が最も親しんだ姉の園の晩年を描いた。そのは『夜明け前』のお粂で、『家』
のお種で、藤村が生涯に亙って追究した女性である。園は藤村の青年時代には既に病歴を持ち、渡仏する
頃はかなり精神に病を来していた。帰国した頃は既に薫も残して木曽福島には居られない状態に悪化し
ていたようだ。そこで藤村らが養生園を経て根岸の病院に入院させ、そこで孤独な死を迎えた。園の生
涯は実に悲惨なものなのを藤村は狂気の内と外という両面から解きほぐしてみせた。外からは狂人でし
かないけれども、内側には真情が溢れていて、それこそが真実だという見方で、そこから座敷牢で死ん
だ、父親の姿を敷術的に考え出した。藤村は「女の破産」でしかない園の生涯に一片の真実を汲もうとした。
『子に送る手紙J も大きく言えば『夜明け前』に至る過程にある。この短編は関東大震災の破壊に際
して藤村が馬箆に帰農した楠雄に語りかける体裁の小説である。藤村は『新生』事件によって世間から
逼塞するような生活を選び、東京の中心地とはいえ飯倉片町の坂の下の穴倉のようなところに住まって
いた。そのため地震に際しては危険を避けて坂の上の、現在の六本木方面に避難した。そこで見聞きし
たことなどを中心に書きつつ、大きな自然の再生の力に信を寄せている。これは自然随順による再生の
希望を遠望する藤村の歴史意識の表れであった。
『夜明け前』もさまざまの考察が為されて来た作品で、昭和初期にはプロ文派の人たちからはプロ文
的な読み方をされてもいるし、逆に宣長や篤胤の国学者の復古思想の側から読むことも可能である。本
稿は、『夜明け前』を歴史小説の枠から切り離し、『新生J 事件などのなかで藤村が見出し、作ろうとし
た歴史的自我ともいうべき青山半蔵を考えつつ、作品の構成や藤村的弁証法とでも言える半蔵対松雲の
構図などを主として考察した。藤村はパリ流請の失意の底で自らの近代主義的理想、の挫折を痛感し、明
治日本の近代がいかに偏頗なかたちで進行したかに思い及んだ。その一つの現れとして献扇事件や水無
神社での宮司生活あるいは父親にもあったらしいインセストなど、父親の挫折と狂死に想到し、自らの
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危機を救抜し、その嵯鉄の意味を近代に接合できるような人格として青山半蔵を形象せんとしたのであ
る。その結果、中仙道の本陣・問屋・庄屋としての島崎家や馬龍妻寵の実態とはかなり懸け離れている
と考えられる。しかし藤村は実像としての島崎重寛を追求したのではなく、時代の変化と人間を現在的
問題の立場から問うたので、そこに見えてきたのは父親ら国学者の否定した中世の意味、または仏教者
松雲の回国行脚などによって後世に止揚される意味性であった。それは古代・中世・近代を止揚する大
きな綜合への藤村の希望でもあり、それは『東方の門』に一部が展開した。また『夜明け前』に端的な
一事固執的、原風景反復的な筆致、さらに藤村の真情主義などについて検討した。藤村は庶民の堅実さ
を作中に配して、国粋主義でもなく西洋崇拝でもない未来を模索したようである。
『夜明け前J 完結の後、藤村は文芸懇話会に参加し、また日本ペンクラブの初代会長に就任しアルゼン
チンでの国際ペンクラブ大会に出かけ、その体験を『巡礼』にまとめた。それはパリ流請の旅を形を変
えて再現しつつ、西洋文明偏重の世界に対置して日本に「高い運命の潜む」ことを望見するものである。
第六章藤村と芭蕉・一茶
『文学界』時代に藤村は百蕉の風流に対しルネサンス的新鮮さを感じ、表面的な模倣を試みたりした
が、やがて自然主義時代を通過し『新生J の挫折に際会する頃、生活と芸術の様式として芭蕉を内面化
するまでになる。パリへの旅も妊娠したこま子から逃げるためというより、百蕉の風雅の旅と同質で
あったというふうに意識が変化した。俳諾は滑稽を生命とし、藤村は昭和初期の殺伐とした世相に俳譜
の笑いを対置した。また藤村がフランス行きの頃から童話を書き始めたが、その滑稽に通ずる。関西漂
泊の旅で、出会った万鍛冶の堀井来助についても『眼鏡J で再び描く。また藤村は信州の一茶に社会苦の
社会派的詩人として評価している。
論文審査結果の要旨
本論文は、明治・大正・昭和を通じて旺盛な創作活動を展開した島崎藤村について、とくにその主要
な小説作品を分析の対象として、藤村文学の展開の総体を明らかにしたものである。全体は、六章全十
八節で構成され、最初期の『緑葉集』から晩年期の『夜明け前j r東方の門』に至る藤村小説の全体に
考察が加えられている。
「第一章 『破戒jJ では、藤村文学の重要な始発点をなす『破戒』をめぐって、先行する「水彩画家」
cr緑葉集』所収)も視野に入れながら、その構造および明治文学としての位相に検討を加えることに
よって、以後の小説の成立を領導する基底的モチーフの成立の経緯を明らかにしている。「第二章
『春jJ は、藤村文学全体の中で、また近代文学史上においても重要な位置を占める、藤村の長編小説第
二作『春J を取り上げ、その成立過程、文体や表現様式、世界観等について精r微な分析を行い、『春J
による藤村文学の達成の内実を明らかにしている。「第三章 『家jJ が問題にするのは、自然主義文学
の全盛期を背景に成立した『家J であり、自然主義小説との交差の中で獲得された文体の問題を解明し、
また同時期の藤村の実人生的状況を酪酌することをとおして、『家』という長編小説が担う固有の位置
について論じている。「第四章 『新生jJ では、作者藤村の人生における大きな変転を背景に生み出さ
れた『新生』を取り上げ、『桜の実の熟する時』を併せ論じることをとおして、特異な結末に至る本小
説の固有の論理を明らかにしている。「第五章 『夜明け前jJ は、この長大な小説について、成立事情
や先行諸作品との関係、藤村の歴史観、日本や社会についての認識その他、多様な観点から光を当てる
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ことによって、『夜明け前J が藤村文学の必然的な帰着点であったことを指摘している。「第六章 藤村
と芭蕉・一茶J では、藤村が生涯を通じて強い共感を示し続けた芭蕉、また藤村における俳諾的な滑稽
への傾斜や童話創作の試みの問題を取り上げ、藤村文学の特質を側面から照らし出している。
島崎藤村の小説はその殆どが長編であり、大きな屈折や曲折をはらんだ展開を見せているが、論者は、
作者の創作の意図を視野に入れることによって、『緑葉集J を始発とし『夜明け前j r東方の門』に至り
着く過程を必然的な展開の筋道として提示している。併せて自らの実人生的体験の小説化を執劫に試み
た藤村文学が、日本の近代そのものを問う地点に帰着した経緯も明らかにされている。近年やや停滞し
た状況にある島崎藤村研究の動向の中で、藤村長編小説の全体像を明瞭な輪郭のもとに描き出した本論
の成果は貴重であり、斯学の発展に寄与するところ大なるものがある。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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